
JP167 尖閣諸島（せんかくしょとう） 

沖縄県：石垣市 

位置 N 25°50′ E 123°35′ 

面積 630ha 

 

環境構成【島嶼／崖地／樹林】 

尖閣諸島は、東シナ海の南西部（八重山諸島の北方）にある島嶼群。尖閣列島ともいう。

中華人民共和国では釣魚島、中華民国（台湾）では釣魚台列嶼と呼ぶ。 

 

選定理由 

A1 アホウドリ・クロアシアホウドリ 

A4i オオアジサシ 

A4ii アホウドリ・カツオドリ 

 

保護指定 

法的な担保がない、もしくはわずか（10パーセント未満）である 

 

保全への脅威 

・野生化したヤギの問題（一番大きな魚釣島において、人為的に持ち込まれたヤギによる植

生の消失と裸地化による表層土の流出が継続している。） 

・漂着ごみ（魚釣島のほぼ全域、北小島、南小島に漂着ごみが見られ、ウミガメや海鳥の誤

飲が懸念される。） 

 

鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA サイトにおける重要な鳥類（IBA 選定基準種）の個体数の変化 

不明 

・IBA 基準種の個体数のカウント調査実施の有無：無 

・IBA エリアの保全管理計画の有無：無 

＊中国との間に外交上の問題があり、立ち入りができず、鳥類の生息状況に関する調査が

実施できていない。平成 24 年９月の東京都による尖閣諸島現地調査による「東京都尖

閣諸島現地調査報告書」での報告以降、外交上の理由から現地の自然環境の状況が把握

できていない状態が続いている。 

 



保全活動 

無し 

 

 

見られる鳥 

クロアシアホウドリ、アホウドリ、カツオドリ、オオアジサシなど海鳥の繁殖地である。 

 クロアシアホウドリ、アホウドリ、カツオドリ、アオツラカツオドリ、セグロアジサシ 

 

 

＊尖閣諸島の周辺海域は、マリーン IBA（Marine Important Bird and Biodiversity 

Areas：海鳥の重要生息地）に選定されている 

詳しくはこちら http://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/miba/ 

 



 


